



































































































































































































































































































































































































































































あ と が き
国文学研究資料館が今年創立十周年を迎えるに当って，何らかの記念行事をすべきかどうか，す
るとすればどのようなことを企画すべきか，といったことが館内で話題になり始めたのは，昨年の
秋ごろであった。けれども，すでにこの春で退任を予定しておられた市古前館長は，結果的にその
後を拘束するようなことは一切慎しまれたので，昨年度中は館内のいくつかの会議でこれについて
若干の意見交換を行なったものの，具体的な決定は今年度に持ち越された。
かくて，各部館選出の委員で構成する十周年記念行事委員会(仮称)が実際に発足したのは，今年
の4月末であった。その席で10月下旬に行なう式典のことなどと共に，「十年の歩み｣(当初は仮題）
と題する冊子の編集についても討議され，結局そのようなものを作成しようということになって，
下記の4名が編集委員に指名された。
10年という月日は，考えようによってはきわめて短く，取り立てて記念するほどのことはないと
も言える。しかし一方で，当館の創設からは10年を数えるに過ぎないけれども，その前に設立推進
運動の時期があり，創設までの事実経過や関係者の苦労などは，今を逃がすと永久に記録できない
倶れがある。又一方，当館がともかくここまで充実発展してきたのには，多くの関係者の協力も忘
れることができない。そうした考えから，主として創設前後からその後10年をふりかえり，各方面
の御好意に対する感謝の念を新たにすると共に，館の足取りを記録し，併せて，今後へ向けての反
省の資ともしたいというのが，その趣旨であった。
こうした基本線に立って構想を固め，インタビューや座談会を企画する傍ら，創設に関与された
方々やこの10年間に館が何かとお世話になった方々，その他学界各方面や現旧職員などから何人か
を選んで，創設前後ないしは当館にまつわる回想とか当館の今後のあり方についての提言とかを乞
うたところ，急なお願いであったにも拘らず多くの方が御協力下さり，話題の拡がりも理想的に近
い内容に編集することができた。御多忙中御寄稿下さった各位と座談会に御出席下さった方々に，
改めてあつく御礼申上げる。編集委員会としては，なお御寄稿いただきたい方々も少なくなかった
が，時日や頁数の制約もあって，残念ながら今回頂載した方々にとどめた。
それらは「回想・提言」と名づけ, I～ⅡIの三箇所に分けて収めたが，これはもっぱら変化を持
たせようとの趣旨で, I．IIは主として年代や当館の官制を追って, IIIは目次に見るように話題に
よって，排列した。そのほかに座談会の理解を助けるべく「囲み」として使わせていただいたもの
もあるが，編集上の工夫として御海容いただきたい。
資料と年表は，本文の理解に資すると共にその補足をも兼ねることを意図したものであるが，時
間と紙数とわれわれの力量不足と，さらに事項によっては記録の不備もあって，均衡を失した点も
少なくないであろう。例えば年表では，来館者のうち外国の日本文学研究者や図書館関係の主だっ
た人についてはなるべく挙げようと試みたが，記録がなかったり年度によっては紙幅が許さなかっ
たりで，洩らした方も少なくない。その他各方面に失礼も多いかと思うし，数詞や送り仮名などの
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用字とか用語などに不統一で見苦しい点があることも倶れる°一言弁解を言えば，この種の作業は
企画から刊行まで，他機関の例を見ると9箇月から1年位はかけているようであるが，われわれに
与えられた時間は，前述のように半年足らずしかなかった。けれどもその間，われわれとしては微
力を尽くしたつもりである。なお最後に，「事業活動の歩み」を分担執筆し，また「資料｣や｢年表」
のデータを揃え，かつそれぞれの校正をも助け合った館内各部局の諸氏や，種々無理な注文をきい
てくれた勝美印刷の関係者にも，編集委員会として謝意を表しておきたい。
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